
－1－ 

議会運営委員会 

 

令和２年５月２９日（金曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 相 馬   剛 副 委 員 長 齊 藤 誠 之 

委 員 山 形 紀 弘 委 員 中 里 康 寛 

委 員 田 村 正 宏 委 員 鈴 木 伸 彦 

委 員 眞 壁 俊 郎 委 員 玉 野   宏 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 吉 成 伸 一 副 議 長 松 田 寛 人 

 

出席執行部 

市 長 渡辺 美知太郎 副 市 長 片 桐 計 幸 

総 務 部 長 石 塚 昌 章 市民生活部長 鹿 野 伸 二 

総 務 課 長 五十嵐 岳 夫 総務課長補佐 菊 地 直 路 

行 政 係 長 佐 藤 吉 将   

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 増 田 健 造 議 事 課 長 小 平 裕 二 

議事課長補佐
兼庶務係長 

印 南 恵 子 議事調査係長 佐々木 玲男奈 

主 査 鎌 田 栄 治 主 査 飯 泉 祐 司 

主 任 伊 藤 奨 理   

 

議事日程 

１．開 会 

  ２．挨 拶 

  ３．協議事項 

⑴ 令和２年第３回那須塩原市議会定例会について 

    ①提出案件について 
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    ○市長提出案件 ・・・・  ３３件 

      ・人事案件        ３件 

      ・補正予算案件      ３件 

      ・条例案件        ５件 

      ・財産の取得案件     ２件 

      ・訴えの提起案件     １件 

      ・計画案件        １件 

      ・承認案件        ６件 

      ・報告案件       １２件 

        （即決案件） 

        （追加案件） 

○議会提出案件        ０件 

        （即決案件）       

        （追加案件）       

     ② 議案に対する質疑・討論について 

③ 請願・陳情等の取扱いについて 

      ○新規に受理した請願・陳情等・・・・２件 

④ 会期及び会期日程について 

     ○会期は、６月 ５日（金）から  月  日（ ）までの  日間 

  ○日程（別紙案） 

⑵ 議会基本条例第１１条に基づく計画等について 

⑶ 新型コロナウイルス感染症対策の徹底について 

⑷ 那須塩原市議会における会議の文書開催等の運用について 

⑸ ６月議会後の議会活動について 

⑹ その他 

 ４．その他 

５．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会の宣告 

○相馬委員長 それでは、おはようございます。 

  委員の皆様、そして市長をはじめ、執行部の皆

様、お忙しいところ議会運営委員会に御出席をい

ただきましてありがとうございます。 

  ただいまより議会運営委員会を開会いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○相馬委員長 先日、１カ月半ぶりに緊急事態宣言

が解除されました。これはある程度感染拡大のリ

スクが減少したことと、全国的に医療体制の対応

が見えてきたところというふうなことが言われて

おります。 

  本市においても先月、感染発症の事例がござい

ましたが、その後、拡大は至っておりません。市

執行部のこれまでの対応と、それから住民一人一

人の発症に対する御協力に敬意を表するところで

ございます。 

  しかしながら、第２波、第３波の感染拡大が懸

念されております。 

  その対応といたしましては、新しい生活様式、

いわゆる習慣を徹底することと、さらにはここ数

カ月で多大なダメージを受けた子どもたちの学業

及び市内の経済活動、その復興に全力で取り組ま

なければならないのではないかというふうに思っ

ているところでございます。 

  さて、本日は６月定例会における議会運営、議

会基本条例第11条に関わる議決事件、さらには今

後の議会開催への対応などについての協議内容で

ございます。 

  委員の皆様には円滑な委員会の進行に御協力を

お願いいたしまして、挨拶とさせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議長挨拶 

○相馬委員長 続いて、議長から挨拶をいただきま

す。 

  吉成議長、お願いします。 

○吉成議長 皆さん、おはようございます。 

  ６月定例会前の議会運営委員会ということで、

お集まりいただきまして大変御苦労さまです。 

  今、相馬委員長のほうからも、今回の新型コロ

ナウイルスに関するお話がありました。皆さんが

一番心配している２波、３波という流れ、それが

残念ながら北九州市では既に起こってしまってき

ている。これが本市にも当然関連するわけですの

で、我々はこれまで同様、ないしはこれまで以上

に対策をしっかりとここで取っていかなければな

らない。 

  また、議会においてもしっかりとした対策が必

要だなということを改めて今感じているところで

あります。 

  ６月定例議会は、これまでの定例議会とは違っ

た形で開催いたしますので、そのためには議員各

位の御協力が必要不可欠でありますので、その点

も併せてお願いいたします。 

  そして、執行部におかれましても、我々議会も

しっかりと対応してまいりますので、執行部のほ

うもぜひとも御協力をよろしくお願いをし、挨拶

といたします。 

  以上です。 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎市長挨拶 

○相馬委員長 次に、市長から御挨拶をいただきま

す。 

  渡辺市長、よろしくお願いします。 

○渡辺市長 本日は、令和２年第３回那須塩原市議

会定例会に係る議会運営委員会を開いていただき

ましてありがとうございます。 

  議会の皆様におかれましては、今回の定例会の

方法であったり、様々な点で感染拡大防止にお力

添え、御理解、御協力を賜りまして、心より御礼

を申し上げます。 

  議会の皆様もそうですし、市民の皆様、市役所

の多くの方々に助けられております。マスクはこ

れまで様々な市民の方、事業者の方々から11万枚

を超える御寄附を賜りました。 

  また、消毒液に関しましても2,000リットル以

上の御寄附を賜りまして、いただいたマスクなど

につきましては、医療機関や介護施設、福祉施設

を中心に、今、配布を進めているところでござい

ます。 

  先ほど来からお話ございます世界的に見まして

も、また国内見ましても緊急事態宣言が解除され

て、緩和は本当に進みつつあります。 

  市としましても、今後、産業をどのように立て

直していくか、特に観光業などを中心に、どのよ

うに経済を回していくか考えているところであり

ます。 

  一つの方法としては、観光業などについては、

基準などの見える化をして、市民の方や事業者の

方に安心していただくような基準を示す必要があ

るのではないかと、そして、観光客の方に関して

も、何らかの約束をしていただく。これまでは観

光客の方々はお客様として、ある意味で神様だと

いうようなところもなきにもあらずでしたが、そ

のようではなくて、観光客、事業者、市が一体と

なり得るような取組が必要ではないのかなという

ふうに思っております。 

  しかし一方で、今、北九州市での第２波をはじ

め、やはりワクチンなどが開発されていない以上

は、緩和と閉鎖の連続が続く可能性があると思っ

ております。 

  今、緩和の時期だからこそ、今の時点で、閉鎖

の目安を考えなければならないと思いまして、先

日、北那須３市町で非常事態宣言等を検討する目

安としての北那須モデルを発表しました。 

  一般市は保健所を持たないため、この県北地域

の医療機関についての情報は当然に入ってきませ

ん。 

  そこで、地元の医師会と連携をして、この北那

須モデルのような医療に関する取組を少しずつ始

めてきております。 

  今後とも医師会と協議をして、市民の生命、健

康を守っていきたいと思っています。 

  そして、いよいよ来週から市内の小中学校で一

般登校が始まります。５月の分散登校も多くの

方々のお力により実行ができました。この登校ど

うなるかはまだまだ分かりませんけれども、少し

でも子どもたちが学生生活を送れるような取組に

努めてまいりたいと思っております。 

  本日の市議会定例会に御提案申し上げますのは、

人事案件３件、令和２年度補正予算案件３件、条

例の制定及び一部改正案件５件、財産の取得案件

２件、訴えの提起案件１件、計画の策定案件１件、

専決処分の承認及び報告案件８件、繰越計算書の

報告案件７件、公社等の経営状況報告案件３件の

合計33件であります。 

  議案等の内容につきましては、この後、総務部

長が説明いたしますが、いずれも大変重要な案件

でありますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 
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  また、議会基本条例第11条に該当する計画等の

協議につきましても、この後、担当部長が説明い

たしますので、御審議いただきますようよろしく

お願い申し上げまして、私からの御挨拶とさせて

いただきます。 

○相馬委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○相馬委員長 それでは、３の協議事項に入ります。 

  ⑴令和２年第３回那須塩原市議会定例会につい

て、まず、①提出議案についてを議題といたしま

す。 

  市長提出案件についての説明でございますが、

本会議での提案理由説明を資料配付によって代え

ることとしていることから、今回の議会運営委員

会においても口頭説明は省略いたします。 

  サイドブックスに総務部長の口述を格納してあ

りますので、これをもって案件の説明に代えるこ

とといたします。 

  それでは、委員の皆様、質疑等はございますで

しょうか。 

  ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、即決案件はございますで

しょうか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 それでは、６月の定例会におきま

す議案の提出につきましては、先ほど委員長のお

話があったとおり、説明省略ということでよろし

くお願いしたいと思います。 

  加えまして、即決でお願いしたい案件でござい

ますけれども、全部で９件でございます。 

  初めに、同意第４号の那須塩原市副市長の選任

についての案件、同意第５号の那須塩原市農業委

員会委員の任命についての案件、それから同意第

６号の人権擁護委員の候補者の推薦について、以

上この３件につきましては、人事案件であります

ので、即決としてお願いをしたいというふうに考

えてございます。 

  次に、承認案件でございますが、承認第７号 

専決処分の承認を求めることについて〔令和２年

度那須塩原市一般会計補正予算（第２号）〕、そ

れから承認第８号 専決処分の承認を求めること

について〔令和２年度那須塩原市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）〕、それから承認第９

号 専決処分の承認を求めることについて〔令和

２年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第

１号）〕、承認第10号 専決処分の承認を求める

ことについて〔那須塩原市後期高齢者医療に関す

る条例の一部改正〕、承認第11号 専決処分の承

認を求めることについて〔那須塩原市税条例の一

部改正〕、最後になります承認第12号 専決処分

の承認を求めることについて〔那須塩原市都市計

画税条例の一部改正〕、ただいま申し上げました

承認案件６件につきまして、専決処分の承認を求

める案件でございます。こちらにつきましても即

決としてお願いをしたいというふうに考えていま

す。 

  先ほどの人事案件と同意案件とを併せまして、

以上９件につきまして即決での取扱いをお願いで

きればと考えております。 

  説明は以上でございます。 

○相馬委員長 ただいまの即決案件の説明に対し、

質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 質疑等がないようですので、議案の

取扱いについてお諮りをいたします。 

  ただいま説明がありました同意第４号から同意
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第６号までの人事案件３件及び承認第７号から承

認第12号までの承認案件６件については、即決扱

いとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、即決案件９件と報告案件12件を除く12件

の議案につきましては、各常任委員会へ付託する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、追加案件はございますか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 それでは、６月の定例議会に追加

案件として予定しております議案につきまして御

説明を申し上げたいと思います。 

  追加議案として、ただいま予定しておりますの

は10件でございます。 

  まず、令和２年度那須塩原市一般会計補正予算

（第４号）でございます。 

  本案件でございますけれども、新型コロナウイ

ルス感染症対策に要する経費、これに充てるため、

本年度の予算の事務事業を精査をしております。

これら精査した後に、追加議案として提出をした

いというふうに考えてございます。これが１件目

でございます。 

  次に、令和２年度那須塩原市国民健康保険特別

会計補正予算、これは第３号になります。本案に

つきましても、先ほどの一般会計補正予算と同じ

説明になりますけれども、新型コロナウイルス感

染症対策に要する経費に充てるために、本年度予

算の事務事業を精査し、精査した後に追加議案と

して提出したいというふうに考えているところで

ございます。 

  ３つ目になります。令和２年度那須塩原市介護

保険特別会計補正予算（第２号）になります。 

  本案につきまして、先の２案と同じように、新

型コロナウイルス感染症対策に要する経費に充て

るために、本年度予算の事務事業を精査し、精査

の後に追加案件として提出をしたいというふうに

考えているところでございます。 

  ４つ目の案件でございます。那須塩原市国民健

康保険税条例の一部改正についてでございます。 

  本案につきましては、先ほど来説明を申し上げ

ました特別会計補正予算、これに関しまして、条

例の改正の必要が生じた場合には、やはり同じタ

イミングで追加案件として提出をさせていただき

たいというふうに考えております。 

  次に、那須塩原市介護保険条例の一部改正につ

いてでございます。 

  これも先ほどの介護保険特別会計予算と同様、

条例の改正をする必要が生じた場合には、予算と

同じタイミングで追加案件として提出をさせてい

ただきたいというふうに考えているところでござ

います。 

  次が、令和２年度那須塩原市水道事業会計補正

予算（第１号）でございます。 

  これもやはり理由としては同じでございますが、

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費に充

てるため、本年度予算の事務事業を精査した後に、

追加案件として提出をさせていただきたいという

ふうに考えているところでございます。 

  ただいま申し上げましたのが、補正予算の関係

とそれに伴う条例の関係で全部で６本になります

けれども、そこにさらに専決処分の報告について

の案件の予定がございます。 

  これにつきましては、損害賠償の額の決定及び

和解になりますけれども、本定例会の会期中に４

件の示談の見込みがございます。市の義務に属す
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る損害賠償の額の決定及び和解につきまして、示

談が調った場合には、追加議案として提出をさせ

ていただきたいというふうに考えてございます。 

  以上10件につきまして、追加議案として上程し

ているところでございます。よろしくお願いいた

します。 

○相馬委員長 ただいまの追加議案の説明に対し、

質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 質疑等がないようですので、追加案

件の取扱いについてお諮りいたします。 

  ただいまの説明がありました追加案件が提出さ

れた場合には、即決扱いとすることで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出案件についてでございますが、

何か予定されているものはございますか。 

  課長。 

○小平議事課長 提出案件についてはございません。 

○相馬委員長 次に、議会提出の追加案件について

は、ありますか。 

  課長。 

○小平議事課長 追加案件といたしまして、発議案

件２件を予定しております。 

  １件は、那須塩原市議会の議員の議員報酬の特

例に関する条例の制定についてでございまして、

コロナウイルス感染症の対策費用を議会としても

工面する必要があることから、議会活動費削減と

併せまして７月分の議員報酬30％を削減するため

に特例条例を制定するものです。 

  それから、もう１件は、那須塩原市議会会議規

則の一部改正についてです。 

  こちらについては、本会議以外の会議において、

書面やオンライン会議等における開催についても

正式な会議として運用することができるように、

会議規則の一部を改正するものです。 

  この発議案件２件のほか、この後、請願・陳情

等の取扱いと委員会付託について説明がございま

すが、この定例会に合わせて２件の陳情の提出が

ございました。審査の結果によりましては、意見

書提出も２件が予定されます。 

  以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。ただいまの議

会提出追加案件の説明に対し、質疑等はございま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 私は議運のメンバーですけどオンライ

ン会議が、こういう正式な会議として認めていく

話についての提案提出があるというのは初めて聞

いたんですね。その内容というのは、全然具体的

な情報を見ていないんですけれども、それをちょ

っと、そこが気になるんですけれども経緯も含め

て。 

○相馬委員長 議事課長。 

○小平議事課長 この後の議運で協議を予定してい

まして、その中で、決定した場合には最終的に提

出ということで考えているところでございます。

よろしくお願いします。 

○相馬委員長 よろしいですか。 

  ほかに質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 質疑等がないようですので、取扱い

についてお諮りいたします。 

  まず、那須塩原市議会の議員の議員報酬の特例

に関する条例の制定についてですが、こちらは最

終日に上程し、即決扱いとすることで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、那須塩原市議会議会規則の一部改正につ

いてでございますが、こちらも最終日に上程し、

即決扱いとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、陳情の審査結果によりましては、意見書

の提出が予想されます。その場合には最終日に追

加上程し、即決扱いとすることで異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、②議案に対する質疑・討論についてを議

題といたします。 

  まず、議案に対する質疑については、先に決定

をしており、一問一答方式により、時間は質疑の

み１人7.5分以内とします。 

  なお、計画案件については、通告性とする先例

がございますが、今回は短縮日程で行う関係上、

通告性によらないことといたします。 

  次に、討論についてでございますが、こちらも

さきに決定したとおり、１議題につき１人５分以

内、賛成、反対各５人までといたします。 

  次に、③請願・陳情等の取扱いについてと委員

会付託についてを議題といたします。 

  内容について、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、請願・陳情等文

書表を御覧いただければと思います。 

  今回、陳情２件受理してございます。 

  １件目、陳情第５号でございますが、５月22日、

先週の金曜日に受理をしたものがございます。 

  件名といたしましては、政府に消費税減税を求

める意見書提出に関する陳情でございます。 

  消費税減税を求める全国会議の柳井様からの提

出でございます。 

  陳情の要旨でございますが、新型コロナウイル

ス問題、それから自粛によりまして国民所得低下

や雇用不安定感などが生じております。さらに昨

年の消費税増税により、実質ＧＤＰの大幅なマイ

ナス等もございまして、国民所得を引上げ、雇用

を創出し、今、生活環境等の改善を図ることが重

要である。 

  そこで、生活者目線に立って消費税減税を行う

ことが必要であるので、この趣旨を踏まえた消費

税率の引下げを国に求める意見書を提出されたい

という要旨でございます。 

  続いて、２件目でございますが、陳情第６号、

こちら５月25日月曜日に受理をしてございます。 

  件名といたしましては、日本政府及び国会に対

し日米地位協定の抜本的見直しを求めるよう意見

書提出を要請する陳情書でございます。 

  こちらは安保破棄栃木県実行委員会、栃木県平

和委員会の代表の木塚様から提出がございました。 

  陳情の要旨でございますが、平成30年７月に全

国知事会において、米軍基地負担に関する提言を

国に提言をしてございます。 

  この提言にある２点、米軍機による低空飛行訓

練等の騒音などの問題に関して、訓練ルートです

とか、訓練時期についての事前提供等を行うこと。 

  それから、日米地位協定を抜本的に見直し、航

空法等の国内法の原則適用、それから、事件事故

時の立入り補償等を明記することという内容にな

っておりますが、これらの早期実現のために、国

に対して意見書を提出されたいという趣旨でござ

います。 



－9－ 

  説明につきましては、以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。それでは、取

扱いについてお諮りいたします。 

  まず、陳情第５号について、どのように取り扱

うか、御意見を伺います。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 総務企画常任委委員会へ付託で良いか

と思います。 

○相馬委員長 ほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ほかに意見がないようですので、陳

情第５号については、総務企画常任委員会へ付託

することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、陳情第６号について、どのように取り扱

うか御意見を伺いたいと思います。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 同じく総務企画常任委員会で審査を…

… 

○相馬委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ほかに意見が内容でございますので、

陳情第６号についても総務企画常任委員会へ付託

することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、④会期及び会期日程について議題といた

します。 

  別紙に日程案がありますので、事務局から説明

をお願いします。 

  課長。 

○小平議事課長 それでは、令和２年第３回那須塩

原市議会定例会会期日程について御説明申し上げ

ます。 

  会期につきましては、６月５日金曜日から６月

18日木曜日までの14日間を予定してございます。 

  日程でございます。 

  ６月５日金曜日、本会議開会、会期の決定、議

案の提案説明については省略になります。即決議

案採決。先ほど総務部長から説明があった同意第

４号から６号、承認第７号から12号です。それか

ら、議案質疑、議案と陳情の関係委員会付託を予

定してございます。 

  ６日、７日土日の休会を挟みまして、８日月曜

日から10日水曜日を委員会とし、８日月曜日は総

務企画常任委員会と予算常任委員会第１分科会を、

９日火曜日は福祉教育常任委員会と予算常任委員

会第２分科会を行い、10日水曜日は建設経済常任

委員会と予算常任委員会第３分科会を予定してご

ざいます。 

  その後、11日から16日は休会とし、17日水曜日、

午前10時から予算常任委員会の全体会を、午後１

時半から議員全員協議会を予定してございます。 

  18日木曜日、最終日になります。各委員長の報

告を受けまして、次に、討論、採決、閉会となり

ます。 

  それから、討論の通告締切りは、12日金曜日の

午後５時を予定してございます。 

  以上です。 

○相馬委員長 ただいま事務局から説明がありまし

たが、改めて申し上げます。 

  会期については、別紙案のとおり６月５日金曜

日から６月18日木曜日までの14日間としたいと思

いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 
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  また、討論通告書の提出期限については、６月

12日金曜日の午後５時とすることで異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  なお、６月17日水曜日午前10時から予算常任委

員会全体会を、同じく17日午後１時半から議員全

員協議会の開催を予定しておりますので、お含み

おきいただきますようお願いいたします。 

〔「委員長いいですか、ここで発言」と言

う人あり〕 

○相馬委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 すみません、この日程表見たときに、

今ちょうどこの17日の水曜日のところで、予算常

任委員会午前10時から、議員全員協議会午後１時

半になっておりますが、通常その午前でやる全体

会議に関しての時間がそんなに要しないですよ。 

  今回、こういうふうに３密を防ぐ感染防止とい

うことであれば、これを昼間、食事を一緒にする

ということを考えると、例えばですよ、１時半に

議員全員協議会終わった後、その後に予算常任委

員会をやるとか、そういった方法、または午前中

に持っていくか、これは執行部の協力をいただく

ことになるとは思うんですけれども、この１日の

中の対応というのを検討はいただけないでしょう

か。 

○相馬委員長 この日程につきましては、事務局と

執行部などの打合せ内容があって日程が決まって

いるところで、それから、予算常任委員会につい

ては、１時間程度で終わるという今のお話だった

んですが、実際にはやってみないと分からないと

ころもございますので、午前中だけにするとか、

それを午後に持っていくとかというような日程の

組替えはなかなか難しいのではないなというふう

に考えるところでございますが、いかがでしょう

か。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 一応、そういうことだろうと思うんで

すけれども、執行部との関係は、全協だけの話だ

と思うんですよね。午後に持ってくることになる

と、あと議会の中だけの話でできるんじゃないか

と思います。 

  ずっとこのシステムでやっていますけれども、

午前中と午後の間がちょっと時間があって、結構

時間を持て余す場合も多いと、全協が終わり次第、

この予算常任委員会を例えば１時間程度で終わる

可能性があるのではないかなと思うんですが、こ

れはやってみないと分からないと思うので。あと

は別に絶対ということになりません。今後、９月

議会もあるので。 

  以上です。 

○相馬委員長 分かりました。御意見として伺って

おきまして、先ほど説明したとおりの会期日程で

取扱いさせていただきたいというふうに思います

ので、よろしくお願いをいたします。 

  よろしいですか。 

  以上で⑴の協議事項は全て終了いたしました。 

  次第にはございませんが、今定例会について、

その他として、執行部から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 委員から何かございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 常任委員会があるんですけれども、全

体の中でコロナ対策の状況とか現状、いろいろな

ものやっていると思うんですけれども、その辺を

取りまとめて説明を各常任委員会にしていただけ

ないかと、それが１点と、そこにつける資料とか

は全議員にぜひ配付していただきたいというのが

１点です。 
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  あともう１点が、コロナ対策の予算関係、最終

日、また決議等やりますが、できれば、やはり国

のほうもしっかりこの辺進達したいと思いますの

で、なるべく早くで結構なんですけれども、資料

提出をお願いできればと思います。 

  以上２点です。 

○相馬委員長 これについて御答弁はどこですか。 

  ①の各常任委員会で各担当の対策についての報

告というものはいただけるのかどうか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 今現在、コロナの対策の本部会議

というのを毎週定例的に実施してございますが、

当然のことながら、その都度その都度の情報につ

きましては、議員の皆様にも提供させていただい

ているところですが、眞壁委員のおっしゃいまし

たのは、全体的な取組という観点かと思いますの

で、各常任委員会といいましても、恐らく同一の

資料ということで、全体的に同じ説明ということ

にはなるかと思うんですが、簡潔な資料を作成さ

せていただいて、その上でということでよろしい

でしょうか。そこをちょっと御確認いただければ

と思います。 

○相馬委員長 対策本部会議の資料等は来ていると

思うんですが、それ以外の資料ということになる

んでしょうか。 

○眞壁委員 状況とかは、マニュアルというのは来

ているんですけれども、状況がなかなか分からな

いという部分があるので、できればもう全協でい

いのかなとは思う。 

〔「全協」と言う人あり〕 

○眞壁委員 全協の場でもいいのかなと思うんです

けれども、どちらか。 

○相馬委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 今、文書で簡潔にと言ってはいるんで

すけれども、やはり文章で読むことと、やはり生

の声で説明を聞くということでは、入ってくる感

覚が違うので、私がさっき話したことは、委員会

でやると委員会になってしまうので、普通の議会  

の日程だと説明を受ける場がないので、全協とい

うことが出たので、全協の場で、各部長担当され

ているところ、代表で今取り組んでいること、細

かくやることはないんですけれども、考えを、今

こんな方針でこういうことに取り組んでいますと

いうまとめたものを３分か５分ぐらいで説明、そ

の上で文書でもらうといいかなと。それを一度部

長から説明していただけると、いつも文書だけ読

んでいるので、確かに情報はいただいています。 

  それはそうなんですけれども、やはり人の顔を

見てというのが少し足りないので、そういった情

報伝達をしてもらいたい。 

  今、執行部も一生懸命やられているけれども、

そういう情報のやり取りが飛ばされているので、

そういったことでお願いできれば。 

○相馬委員長 再度、先ほど常任委員会というふう

になりましたが、全協でということで。 

〔「それはどちらでも」と言う人あり〕 

○相馬委員長 どちらでもということですね。 

  今定例会については、本当に短縮日程、それか

らできるだけ時間を短くというようなことで進め

させていただきまして、議案の説明等も文書をも

って代えるというようなことで進めさせていただ

いているところでございますので、できるだけ簡

潔に説明を求めたいということでよろしいでしょ

うか。全協でよろしいということで…… 

  資料はタブレットでよろしいですかね。口頭で

の説明をどこかで入れてほしいという理解でよろ

しいでしょうか。 

〔「私個人、もう皆さんとか……」と言う

人あり〕 

○齊藤副委員長 常任委員会とかでは多分部長さん
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とかが、こうやっていますというのが出てきます。

それ以外を眞壁委員が知りたいというのも、そこ

までは分かったんですけれども。 

○眞壁委員 私の考えとしては、やっぱり全協だと

詳しくはできないという部分があるので、まず委

員会が多少はいいのかなという理由があったので

…… 

○相馬委員長 局長。 

○増田事務局長 今回の会期日程をつくるに当たり

ましては、執行部と調整を図っております。とい

いますのも最終日に予算の追加補正があるという

ことで、こういった日程にいたしました。 

  執行部と情報のやりとりをしている中で、18日

あたり、この日あたりじゃないと補正予算がまと

まらないということを伺っております。 

  ですので、来週の月、火、水が常任委員会です

ので、今取りまとめの段階だと思いますので、常

任委員会での説明というのは、なかなか難しいと

思われますので、最終日の前の全員協議会、ここ

での説明であれば、多分執行部のほうも間に合う

かと思いますので、そういった形で御協議してい

ただければありがたいというふうに思います。 

○相馬委員長 はい、分かりました。局長から説明

があったとおりですので、やっぱり常任委員会で

報告いただける段階ではないだろうということで

すので、全員協議会で報告というようなことでよ

ろしいでしょうか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 予算の関係は分かりました。状況の関

係も日程で合わせて、そこで説明していただくと

いうことでよろしいです。 

○相馬委員長 状況というのは、コロナの状況なの

か、それとも…… 

○眞壁委員 いろいろな対策費が挙がっていますよ

ね…… 

〔市長のマスク何枚とかそういうの……」

と言う人あり〕 

○眞壁委員 そういうことではない。市で行ってい

る状況とか、給付の関係とか、いろいろ出ている

と思いますので。 

○相馬委員長 これまでのその経過等の状況を分か

れば全協で御説明いただくというようなことは可

能でしょうか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 先ほど増田局長さんのほうからも

お話がありましたように、今、予算関係は最終的

な取りまとめをやっているところでございますの

で、全協で概要の御説明をさせていただくという

ふうに考えております。 

  あと、これまでの取組につきましても、今まで

の本部会議等で様々な取組がなされてきておりま

す。全体的なものを大きな視点で捉えたというん

ですか、そういう形での資料になってくるかと思

いますし、それにつきましては、全協までに整理

をして、各部にお願いして整理をして、それを全

協でそれぞれの担当する部長が取り組んでいる内

容について説明いただければというお話だったと

思いますので、そんな方向で庁内で調整をさせて

いただければと思っています。よろしいですか。 

○相馬委員長 よろしいですか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 眞壁委員が言っていたことと、私が言

っていたことが少しだけ違う。どこが違うかとい

うと、眞壁委員言っていたのは、以前、震災があ

ったときに、放射能が飛んできた。それで放射能

対策協議会というのをつくったんです。それに特

化していろいろな会議を持っていた時期があった。 

  それを今回何かそういう対策委員会をつくろう

かといったときになくなった。 

  だけども、これだけコロナの問題が市民が心配
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している中で起きていて、制約受けたりしている

中で、そうするとどうしようかといったときに、

対策特別委員会は不可能にしても、各既存の常任

委員会があるので、ここからですけれども、その

委員会に関係する中で、市民が今どういう課題を

持っているか、観光でいえば営業できなくて、経

済的に非常に困っているとか、そういったことは

分かるんですけれども、議員というのは、そこへ

行って話聞けば、その経営者の話は聞けなくはな

いんですけれども、なかなか市全体の状況という

のは把握できていない。その困っている現実のそ

の課題というのが議員には伝わらないので、判断

するのに非常に難しいんですよね。 

  それをここにいない議員なんかはすごく気にし

ていまして、何が起きているのかというのが全然、

自分のところに電話来ることは分かるけれども、

それ以外のことが聞こえない、分からないという

ので、それをじゃ、全部聞くのは大変なので、眞

壁委員が言っていたのは、その個別の委員会ごと

で大丈夫なので、そこの委員会ごとにそれを整理

して、各部長のところへ上がってきている市の状

況をこういうもの、だからこういう予算をつくっ

たということになると思うんですけれども、そう

いったことをきちんと整理して、言いたいことに

説明があったら聞きたいというのが、それを委員

がその委員会の中で、きちんと分かった上で審議

をしたいということをもとに、挨拶の中で入れて

もらえたらありがたいな。全協では、そういうこ

とを総括した全般的なことを改めて各部長から口

頭で説明を受ける。そういう流れを今回つくって

もらいたいなということなんですけれども、理解

できたでしょうか。 

○相馬委員長 まず、先ほど説明がありましたとお

り、予算につきましては、最終日の追加案件とい

うことになりますので、常任委員会以降のという

ことになりますので、常任委員会でのその説明は、

先ほどありましたように難しいというお話があっ

たかと思います。 

  それから、この口頭での説明につきましても、

今定例会については、できるだけ文書による説明

というふうな取扱いだということは、前回の議会

運営委員会で皆さんに御了解いただいているとこ

ろかというふうに思いますので、提案理由の説明

等もできるだけ口頭での説明は減らしているとい

うのが現状でございます。 

  そうした中で、その常任委員会で、どの程度の

説明を求めるかということになるわけですけれど

も、先ほど出ました経過等については、17日の全

員協議会での説明ということで、なかなか常任委

員会の時点では様々なところが説明までいかない

のではないかというふうなことだったので、全員

協議会での説明、これについてもできるだけ文書

による説明ということにするというのが、前回の

議運の決定事項でございますので、そういうとこ

ろでいかがでしょうか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 何でもやる必要はない、大体話は見え

ているんですけれども、最後のこの予算について

は、そのときは説明いただく。常任委員会にも付

託されたものについてのときに、分かっているこ

とだけのそのときの情報、当然言うんでしょうけ

れども、さっき言ったような観点から、部長、簡

単説明をいただければいいんじゃないか。 

  それから、我々は議員であって、医者だったら

患者が来たらば、熱持っていてコロナにかかって

いるかどうか分からない。それを診るのが、それ

は仕事で、我々議員は確かに感染したら確かに  

審議している場合ではないというのは分かるんだ

けれども、やっぱりそれを恐れるだけじゃなくて、

きちんと審議をするのが議会だと思うんですよ。 
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  だから、短時間でやろうという時期は、市内も

本当、感染者が増えている時期で、また恐れおの

のいていたね。これどうなるんだろうという時期

だったので、そういうふうな流れで一般質問、代

表質問も要らないんじゃないかと、これやめよう

という話は出てしまったからね。あのときだった

ので、そういう判断ですけれども、今ちょっと落

ち着いてはいるので、一度決めたことはそのとお

りで構いませんけれども、恐れることなくやるべ

きことはちゃんとやると、議員の仕事としてきち

んと執行部のチェック機関としてきちんとやるべ

きだと思うので、何も説明は要らない、紙だけで

すと言っていたら、その向こう審議が深い審議が

できているのかということをもう一度考え直した

ほうがいいのではないかなと思うので、そういう

ことです。あとは…… 

○相馬委員長 議会の議員の対応については、この

後議題になろうかというふうに思いますので、そ

のときでよろしいでしょうか。 

  執行部にお願いすることは、先ほどありました

全員協議会での若干の口頭の説明を経過について

お願いするということでよろしいでしょうか。 

○鈴木委員 多分言っていることは伝わったでしょ

うから、結構です。 

○相馬委員長 市長。 

○渡辺市長 今回、議会の皆さんにおかれましては、

様々な点で御配慮をいただきまして感謝を申し上

げます。 

  私どももやはりちょっと未曽有の事態というこ

とで、刻一刻とかなり変化をしていると。 

  今回の６月議会の方針を決定した際は、新規の

感染者が出てしまって、非常事態宣言を行ってい

る。そして、その１カ月後どうなっているかと先

が読めない中で、様々な施策を打ち出してきてい

ます。執行部側も例えば予算は伴いませんけれど

も、先日発表した例えば北那須モデル、これは職

員が見てきたというか、これは私からのトップダ

ウンです。 

  逆に今、６月から開催をするキャッシュバック

キャンペーン「リフレッシュ！宿泊キャンペーン」

なんかは、職員から要は従来型の施策でありまし

て、執行部側も結構いろいろなチャンネルで打っ

ているような状況でございまして、結構その執行

部側の部長全て把握しているわけではないと思う

んですけれども、極力議会の皆様には情報を提供

して、御審議しやすいような環境を整えていきた

いなと、こういうふうに思っておりますので、そ

こは善処したいと思っております。 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ほかにございますか。 

  ないようでしたら、次第⑵に入る前に、執行部

入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

  ここで10分間休憩したいと思います。 

 

休憩 午前１０時４５分 

 

再開 午前１０時５５分 

 

○相馬委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  次第⑵議会基本条例第11条に基づく計画等につ

いてを議題といたします。 

  議会基本条例第11条に関わる計画協定等につい

て執行部から内容説明をいただいた上で議決、ま

たは報告とするかを決定いたします。 

  なお、協議案件については、執行部から報告と

して上がってきた案件について説明を求め、決定

をしたいと思います。 
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  本日は総務部、それから市民生活部から計３件

の案件がございます。 

  まず、市民生活部の案件について協議いたしま

す。 

  市民生活部からは２件の案件がございます。 

  まず初めに、那須塩原市循環型社会形成推進地

域計画を協議いたします。 

  執行部から説明をお願いいたします。 

  市民生活部長。 

○鹿野市民生活部長 おはようございます。 

  市民生活部からは、今、委員長が言いましたよ

うに２件の案件がございますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

  説明は座ったままさせていただきますのでお願

いします。 

  それでは、初めに、循環型社会形成推進地域計

画の策定についてということで説明させていただ

きます。 

  現在の計画につきましては、平成28年から今年

度、令和２年度までの５カ年の計画でありまして、

計画の内容ですけれども、現在は本年度を後期と

して、今進めております第２期最終処分場、これ

の補助金をもらうための計画内容というふうなこ

とでなってございます。 

  来年から同じように５カ年で、令和３年度から

令和７年度ということになりますけれども、こち

らの計画につきましては、令和５年度から工事着

手を予定しております。この資料に記載しました

那須塩原クリーンセンター、これの長寿命化工事

といたしまして、一般整備工事、こちらのほうに

移りたいということであります。 

  その期間、工事の工事費、これがおおよそです

けれども50億円という大きな数字を予定している

ところであります。 

  この計画を策定することによりまして、補助対

象というふうになります。補助対象になるために

は、この計画は必須ということになります。 

  補助率はちなみにですけれども３分の１、補助

対象事業ということになりますけれども、３分の

１、それから、現在この先ほど言いました最終処

分場と同様に、災害復興の特別交付金、こちらが

充てられるとすれば、こちらを補助対象外の95％

が充てられるということで、引き続き計画につい

ては策定をしたいというものでございます。 

  総合計画の位置づけ、これにつきましては、基

本施策の１－３にあります循環型社会を構築する

というところの具体的な施策として、市廃棄物施

設の安定稼働と計画的な整備を推進する。 

  それから、基本施策の４－７持続的・効果的下

水処理サービスを提供するというところの具体的

な施策として、地域に応じた生活排水処理、施設

を整備する。 

  この２つに該当するというところで、現在の計

画も先ほど言いました最終処分場のほかに、下水

道のほうで進めております合併浄化槽関係の補助

のためにもこの計画が必要だということになって

ございます。 

  今後におきましても下水道のほうの関係でも、

そちらの補助金も活用していきたいということで

すので、そちらの関係の計画でもあるというとこ

ろでございます。 

  それから、次に、計画の時期ということですけ

れども、これにつきまして、直接関係するのは、

計画として記載しました３つのうち、３つに書い

てあります那須塩原市一般廃棄物処理基本計画と

いうことになります。 

  そちらについては、30年３月の議会で承認をい

ただいているというところでございます。 

  今後ですけれども、計画策定を進めまして、来

年令和３年の１月の全員協議会のほうで報告を差
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し上げて、承認をいただければというふうに思っ

ているところでございます。 

  説明につきましては以上です。よろしくお願い

いたします。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  質疑等はございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、ここで案件の取扱いにつ

いて決定をしたいと思いますが、討議すべき点は

ございますか。 

  ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件について執行部提案のとおり報告とする

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議なしと認め、報告になります。 

  本案件につきましては、報告案件とすることに

決しました。 

  続いて、那須塩原市地域バス（ゆーバス・ゆー

タク）運行事業協定書を協議いたします。 

  執行部から説明をお願いします。 

  部長。 

○鹿野市民生活部長 それでは、続きまして、那須

塩原市地域バス（ゆーバス・ゆータク）運行事業

協定について説明をさせていただきます。 

  この協定につきましては、民間事業者ゆーバス、

それから、ゆータクの運行事業者と協定を結んで

進めていきたいというものでございます。 

  事業の内容といたしましては、記載のとおり、

事業主体から事業認可、運行路線等、事業費補助、

事故に対する責任、その他附帯事項ということで

協定を結んで進めていきたいというものでござい

ます。 

  協定の締結の目的及び背景ですけれども、現在

もゆーバス・ゆータクについては、協定を結んで

進めてきているわけですけれども、現在の協定が

９月いっぱいで満了というふうになるため、改め

て10月１日から３年間ということですけれども、

令和５年９月30日までの協定を締結したいという

ふうに考えているものでございます。 

  それから、特記事項として掲載していますけれ

ども、那須塩原市地域公共交通網形成計画、それ

から再編計画、こちらに基づいた協定だというこ

とで、御承知おきいただければというふうに思い

ます。 

  議会の対応及び理由というところですけれども、

これについては、先ほども申しましたように、現

在結んでいる協定も延伸というようなところで、

最終的には６月22日に予定をしております那須塩

原市公共交通会議、こちらで協議をいただいて、

決定をするというものですので、その決定の後、

７月の全員協議会のほうに報告をして、10月の協

定に向けて進めていきたいというふうに考えてい

るものでございます。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  質疑等はございますか。 

  中里委員。 

○中里委員 すみません、ありがとうございます。 

  １点だけちょっと確認させていただきたいんで

すが、現在の協定が７月いっぱいということで、

改めて協定を結ぶということなんですけれども、
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この協定の内容は、今、組んでいる協定の内容に

ついて違いはあるかどうか伺いたいと思います。 

○相馬委員長 部長。 

○鹿野市民生活部長 協定のこの内容自体に大きな

変更はございません。ただ、運行路線ですとか、

そういったところは一部変わるところがあります

ので、その部分については、変わった形で協定を

結ぶということになりますけれども、大きな方向

性といいますか、そういったところでのこの変更

はございません。 

○相馬委員長 ほかに質疑等はございますか。 

  ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 それでは、ここで案件の取扱いにつ

いて決定をしたいと思いますが、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件について執行部提案のとおり報告とする

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件については、報告案件とする

ことに決しました。 

  それでは、ここで執行部入れ替えのため、暫時

休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時０５分 

 

○相馬委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  次に、総務部案件について協議いたします。 

  那須塩原市特定事業主行動計画を協議します。 

  執行部から説明をお願いします。 

  部長。 

○石塚総務部長 それでは、那須塩原市特定事業主

行動計画の策定について御説明を申し上げたいと

思います。 

  資料の１番と２番、同じような内容ですので、

あわせて説明させていただきます。 

  まず、当計画でございますけれども、国の法律

に基づき策定が義務づけられているものでござい

ます。 

  国の法律、ここにも出ております次世代育成支

援対策推進法及び女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律、この２つの法律に基づいて計

画を策定するものでございまして、内容的には、

市職員のワークライフバランスを向上させるため

の職場の環境を職場全体で推進していくと、そう

いったもろもろの目標を設定する計画ということ

になっております。 

  具体的にはどういった内容かといいますと、市

職員の子育てに関する制度の周知とか、休暇取得

の促進、また超過勤務を縮減していく、それらは

どちらかというと子育てに関するものでございま

すけれども、それから女性職員の占める割合であ

りますとか、育児休業の取得率100％を維持して

いく、こういったもののために目標を設定するも

のでございます。 

  計画期間は令和３年から令和７年度までの５年

間を予定しているところでございます。 

  これらを全協の報告とさせていただく理由です

けれども、あくまで市の職員だけに特化した内部
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の計画であり、市も特定事業主という扱いが法律

上受けておりますので、その中で、先ほど申し述

べました理由によって、行動計画をつくっていか

なければならないという内部計画であることから、

全協での御報告にさせていただければというふう

に考えているところでございます。 

  簡単ですけれども、説明は以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  質疑等はございますか。 

  中里委員。 

○中里委員 １点ほどお伺いしたいと思います。 

  目標値を設定するような計画だということで、

この目標値も国の指針に基づいてというか、添っ

て設定するのか、あるいは本市独自のものとなる

のか、その点を伺いたいと思います。 

○相馬委員長 部長。 

○石塚総務部長 数字の基本的なものというのは、

国の指針に基づくものでございますけれども、そ

れを踏まえた上で、本市にも当然その国の指針だ

けによらない部分、そういったものもございます

ので、それについては、今後、各課に照会をさせ

ていただいて、各課の今それぞれ取り組んでいる

内容、そういったものを集めた上で計画をつくっ

ていきたいなというふうに考えているところでご

ざいます。 

○相馬委員長 ほかにございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 それでは、ここで案件の取扱いにつ

いて決定したいと思いますが、討議すべき点はご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件について執行部提案のとおり報告とする

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件につきましては、報告案件と

することに決しました。 

  以上で⑵議会基本条例第11条に基づく計画等に

ついてを終了いたします。 

  その他として、執行部から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 委員から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 それでは、この後、議会の案件に入

りますので、執行部におかれましては、ここで退

席をお願いいたします。 

  大変お疲れさまでございました。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１０分 

 

再開 午前１１時１２分 

 

○相馬委員長 それでは、休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

  次第⑶新型コロナウイルス感染症対策の徹底に

ついてに入ります。 

  事務局から説明をお願いします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、新型コロナウイ

ルス感染症対策の徹底について（案）の資料をご

覧ください。 

  趣旨でございますが、本会議等においては議員
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ほか執行部の職員が出席されております。感染症

対策の徹底という観点から、本会議、その他の会

議については、当面の間、次のとおりとすること

としたいというものでございます。 

  ２のところで、新型コロナウイルス感染症対策

としまして、今回、追加をするものでございます

が、本会議、その他の会議に出席する者は、議員

それから執行部問わず出席する日ごとに、本庁舎

に設置された体表面温度測定器、入り口のところ

にある機械により体温を測定するものとしたいと

思います。 

  測定の結果、体温が37.5度未満となった者でな

ければ上記会議に出席できないという形で、事前

に感染症対策をしたいというものでございます。 

  説明につきましては以上です。 

○相馬委員長 ただいま事務局から説明のあったと

おりであります。今後は議員、執行部とも議会に

出席する場合は、体温を測定することで異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、次第⑷那須塩原市議会における会議の文

書開催等の運用についてを議題といたします。 

  事務局から説明お願いいたします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、那須塩原市議会

における会議の文書開催等の運用についての資料

を御覧いただければと思います。 

  総論のところでございますが、議長、委員長、

その他会議の主催者は事務局と協議をして、会議

の文書開催等の適否を判断するものとする。 

  文書開催等の実施に当たっては、会議の性質に

応じ、次のとおりに要するものとするでございま

すが、今回、新型コロナウイルス感染症の蔓延と

いうのもございまして、なかなか会議室の会議が

できないと、自粛もしなければいけないというと

ころもございました。 

  現在としては落ちついている状況ではございま

すが、今後、第２波、第３波というところで心配

をされているところでございます。 

  会議規則におきましては、通常の会議室に集ま

っての会議というものを想定しておりますので、

なかなかオンライン会議、それから文書開催、こ

ういったものを想定していないというところでご

ざいますので、先ほど追加議案のところで話題を

出しましたけれども、会議規則の一部を改正をし

て、書面開催等ができるような運用を今のうちに

構築しておきたいというものでございます。 

  先に会議規則の開催のところでございますが、

３ページ目に新旧対照表がございますので、そち

らを御覧いただければと思います。 

  今回、御承認いただけましたら６月議会の最終

日に、議会会議規則の一部を改正する規則を上程

をいたしまして、会議規則の附則に書面開催の特

例というものを入れたいというふうに考えてござ

います。 

  １項は、今でもある施行日のところでございま

すが、２項、３項追加をしたいと思います。 

  ２項でございますが、議員は新型インフルエン

ザ等対策特別措置法の規定に基づき、市の区域が

新型インフルエンザ等緊急事態措置の対象区域と

なったとき、あるいはこれに準ずる事態であると

して議長が認めるときには、一定の場所に参集す

る会議の開催を行えないようにという努力義務を

本文で規定しております。 

  後段といたしまして、この場合において、第２

章に規定する委員会、それから第７章に規定する

協議または調整を行うための場については、書面、

電子メールその他の方法により会議を開催するこ
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とができるということを置いております。 

  本会議につきましては、地方自治法の規定がご

ざいますので、議場に参集しないとできないとこ

ろがあるんですが、委員会等協議調整の場につき

まして規定したものでございます。 

  参考としまして、全項に規定する書面、電子メ

ール、その他の方法に関し、必要な事項は議長が

別に定めるというふうにしておりまして、この前

にあります運用についてというところが、議長が

規定する内容の案となってございます。 

  それでは、１ページ目にお戻りいただければと

思います。 

  それは先ほど御説明をしたところですが、２、

３、４ということで、会議の種類、場合が幾つか

あるかなと思いますので、まず情報提供、連絡等

をする場合、会議につきましては、会議で提供す

る情報についてサイボウズのメッセージ機能によ

り事務局から通知を行うことで、会議に代えられ

るのかなと考えております。 

  それから、３、協議調整等をする場合につきま

しては、⑴、⑵の方法を考えておりまして、サイ

ボウズのメッセージ機能を活用する方法でござい

ます。サイボウズのメッセージ機能により、事務

局から原案を通知し、これに対し意見がある議員

は返信等を行う。返信等の期限については、原則

として３日後以降は使わないものとしまして、返

信等がなかった議員につきましては、意見等がな

かったものとみなす。簡単な原案の内容について

は、質疑等について、事務局が返答できるものは

事務局が返答を行います。 

  返信があった意見等については、事務局におい

てまとめて議員に通知をいたします。 

  その内容を踏まえまして、主催者側の委員長ま

たは議長のほうで再度協議調整等を行うかを御検

討いただければと考えております。 

  それから、４月24日の議会運営委員会で決定い

ただいた那須塩原市議会におけるオンライン会議

の試行についての例により、オンライン会議を使

って、協議調整等をするという形も考えたいと思

います。 

  次、４、決定をする場合でございますが、一つ

はサイボウズのメッセージ機能を活用する方法で

ございまして、先ほどと同じように、事務局から

原案の通知をしまして、これに対して返信を行う

形で意見の集約をして、決定をするという方法で

ございます。 

  それから、⑵としまして、こちらもやはりオン

ライン会議を使う方向によりまして、オンライン

で会議のメンバーが集まって御協議いただいて、

決定をいただくということです。 

  それから、⑶書面による方法でございますが、

特に重要な決定につきましては、書面による決議

によることができるというふうにしたいと考えて

おります。 

  事務局から原案及び表決書を郵送その他の方法

により通知をして、議員は表決書に原案に対する

決定の可否を記載するとともに、氏名を署名また

は記名をし、期限まで事務局に御返送いただきた

い。 

  期限までに返送等を行わなかった議員について

は、当該決議に関し棄権したものとみなすという

ような運用でございまして、こういった運用を想

定して、今後、第２波が来たような場合に備えて、

会議規則の改正をしたいというような内容でござ

います。 

  説明につきましては、以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対し、質疑等はございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 
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○相馬委員長 それでは、質疑等がないようですの

で、本件については、６月の全員協議会で報告の

上、最終日に会議規則の改正を上程したいと思い

ますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、次第⑹６月議会後の議会活動についてを

議題といたします。 

  事務局から説明をお願いします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、６月議会後の議

会活動についての資料を御覧いただければと思い

ます。 

  既に６月議会定例会までの議会活動につきまし

ては、議会運営委員会で決定いただいたところで

ございますが、今後、コロナウイルス終息も、緊

急事態の解除も踏まえて、６月議会後を御協議い

ただきたいというものでございます。 

  趣旨でございますが、議会といたしましては、

６月議会までの活動方針について決定したところ

です。現在、本市ではコロナウイルスの感染者が

７名確認されておりますが、４月22日が最後とな

っておりまして、その後は確認されておりません。 

  緊急事態宣言の解除もございますが、全世界の

新規感染者数も増えております。さらに国内にお

いても感染の第２波、第３波が懸念されていると

ころでございますので、議会活動を再開するに当

たり、感染症拡大防止に配慮する必要があること

から、新たな活動方針を定める必要があるとする

ものです。 

  ６月議会閉会後、当面の活動方針の案でござい

ますが、議会活動再開と感染症拡大防止を両立す

る観点から、当面の期間として９月議会定例会開

会までの活動方針について、次の⑴から⑸までと

しております。 

  まず、⑴でございますが、会議の開催に当たっ

ては、会場の選定や換気の励行及び３密を避ける

よう努めることとします。 

  ⑵簡潔な説明と集中した審議により、会議時間

を原則として90分以下とするものとともに、小ま

めに休憩を入れることとします。 

  ⑶オンライン会議の活用についても検討し、積

極的な活用を推進します。 

  それから、⑷議員以外との一般市民との接触を

伴う議会活動については、原則として行わないも

のとします。 

  ⑸視察の受入れについては行わないものとしま

す。 

  なお書きでございますが、今後、市内で新たな

感染者が確認された場合など、必要に応じてこの

活動方針の見直しを行いますとするものです。 

  説明は以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対し、質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 質疑等がないようですので、ただい

まの説明のとおりすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、次第⑹その他に入ります。 

  委員から何かございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、私から新型コロナウイル

ス対策に関わる議会の対応として、前回の会派代

表者会議において、議会ＢＣＰを活用して、今後

の会議の検討をしていくというような議長のお話

がございましたが、それについて、議長の考え等
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をここで伺いたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

  吉成議長。 

○吉成議長 今、相馬委員長のほうからお話振って

いただいたんですけれども、今回の会派代表者会

議、当然内容自体、皆さんも御存じだと思います。 

  その中で、幾つか私のほうから提案をさせてい

ただいて決まったこともあるし、それについては、

今後、再確認をしましょうとか、それから今回は

いいでしょうか、そういったものがあったわけで

す。 

  その中の一つに、この新型コロナウイルス感染

症に対する議会として様々な取組をするための特

別委員会の設置はどうでしょうかということで提

案をさせていただいた経緯がございます。 

  私の説明がよろしくなかったのかなという気が

しますが、最終的には今の段階での特別委員会の

設置は必要ないでしょうというようなことで、設

置は見送りました。 

  ただし、那須塩原市議会においては昨年９月に、

議会の様々な災害等の場合にどうやって継続して

業務を行っていくかというための議会ＢＣＰ計画

があります。それにのっとって、今後はこのよう

な感染症等々の事例が発生した場合には、議会の

活動をしていきたいということでお話をさせてい

ただきました。 

  ただ、あくまでも議会ＢＣＰの基礎となるもの

は、やはり地震であったり、水害であったり、大

きな火事であったり、そういったものが主な内容

として決まっているわけです。その他の事項の中

に、新型インフルエンザ等が発生した場合には、

やはり内容は議会ＢＣＰを発動して、それで議会

の対応をしていきましょうとなっているわけです。

ですから、なかなかこの基準というのが非常に難

しいのが現状です。 

  先ほど市長のほうから、冒頭の挨拶の中であり

ました。県北３市においては基準を決めましょう

ということで、我々も既にもうタブレットで皆さ

ん御承知だと思いますが、ああいった基準が設け

られています。 

  そこで、我々のこの那須塩原市議会として、議

会ＢＣＰ発令の際には、やはり執行部の対応を当

然参考にさせていただいて、それに基づいて発動

するかどうかということも決めるし、当然この議

会ＢＣＰで集まっていただく方々というのは、会

派の代表者、そして委員会の委員長、そして議運

の委員長、私と副議長という主立ったメンバーが

全部集まりますので、それの中で会議を開きなが

ら、その会議自体もオンラインになる可能性はあ

るとは思いますが、そういった形で今後、この感

染症に対して対応をしてまいりたいと思います。 

  ちょっと情報を仕入れたんですが、さくら市議

会とそれから日光市議会が新型コロナウイルス感

染対策として、特別委員会の設置をしております。

ただ、その内容を見るとあまり設置をした意味が

あるのかなというような内容になっていますので、

この２つとも確か議会ＢＣＰは策定されていない

はずです、議会として。そういった観点からいく

と、那須塩原市議会においては、この議会ＢＣＰ

の中で、十分対応可能だろうということですので、

今後はそのような形で対応させていただきたいと

思いますので、御承知おきいただければと思いま

す。 

  以上です。 

○相馬委員長 ありがとうございました。 

  それでは、事務局から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 
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○相馬委員長 ないようですので、それでは、大項

目４番のその他として、皆さんから何かございま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ちょっと委員長から話されて、議長の

話になるけど、ＢＣＰという目的の中の特別委員

会、また対応、特別対策というと、このコロナウ

イルスという状況の中の市の施策に対する議会と

してのチェック機関のチェックということは、ち

ょっと考え方が違うと思うんですよね。そこのと

ころまず、ちょっとみんなはどう思っているのか

分からないんですけれども、違うと思います。 

  ただ、さっき、コロナで出てくるいろいろな予

算とか、もしかすると市民から見た目線で執行部

がちょっと認識が足りなくて、もうちょっとこう

したほうがいいんじゃないかみたいな要望があっ

たときに、それをどうするかということが議員で

検討する、そういうことに特化した、施策に対し

て特化した特別委員会という意味であってもいい

のかなと。 

  それをつくらなくても、先ほどその委員会ごと

があるので、全部見るんじゃなくて、委員会の中

で執行部から出てきた案について、そこに一般、

それがなかったときの一般の部分と、それに特化

した事業というのが、どんどん出てくると思うん

ですね。それが本当にどういう理由で、どういう

ふうに上がってきたかというのをしっかり検討し

ていこうということだと思うんですよね。 

  だから、コロナ対策特別委員会というのは、そ

のＢＣＰなら、実は業務継続の話であって、それ

は今言った今後の６月、９月までの活動の仕方と

いうあたりがＢＣＰの話だと思うんですよね。あ

くまでコロナに特化したというのは、予算の  

話だったので、そこをしっかり議会の中で、まさ

に今度６月議会なので、検討すべき、議会として

の取り組み方じゃないかというふうに思うので、

すみません、単なる意見になります。 

○相馬委員長 分かりました。意見としてお伺いし

ておきたいと思います。 

  ほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○相馬委員長 それでは、ないようでございますの

で、以上で本日の議会運営委員会を閉会したいと

思います。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時３０分 
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